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海
外
と
の
交
易
が
開
か
れ
た
幕
末
の
開
港
期
か
ら
昭

和
初
期
に
至
る
ま
で
、
国
内
最
大
の
輸
出
品
は
生
糸
で

し
た
。
絹
製
品
の
原
料
と
な
る
生
糸
は
、
昆
虫
の
蚕
が

つ
く
る
繭
か
ら
繭
糸
を
挽
き
だ
し
、
数
本
を
合
わ
せ
た

も
の
で
す
。
原
料
の
繭
は
、
農
家
が
桑
の
木
を
栽
培
（
栽

桑
）
し
、
収
穫
し
た
桑
の
葉
を
蚕
に
与
え
て
飼
育
す
る
、

養
蚕
に
よ
り
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
、
生
糸
輸
出
量
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
明

治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
、
日
本
は
世
界
最
大

の
生
糸
輸
出
国
と
な
り
ま
す
。
輸
出
量
は
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
至
る
に

は
、
模
範
工
場
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
富
岡
製
糸
場
に
代

表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
糸
技
術
の
導
入
の
ほ
か
、
在

来
製
糸
技
術
の
改
良
、
多
条
繰
糸
機
の
開
発
、
蚕
種
（
蚕

の
卵
）
製
造
・
栽
桑
・
蚕
飼
育
に
関
す
る
技
術
変
化
等
、

多
岐
に
わ
た
る
技
術
発
展
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
現
在
の
一
宮
市
域
周
辺
の
農
村
で
展
開
し

た
養
蚕
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
尾
北
地
方

を
中
心
に
群
立
し
、
市
内
貴
船
な
ど
で
大
規
模
に
建
築

さ
れ
た
製
糸
工
場
に
つ
い
て
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　
尾
張
地
方
北
部
で
、
現
在
の
市
域
北
・
東
部
か
ら
東

に
広
が
る
旧
葉
栗
・
丹
羽
郡
域
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
、

扇
状
地
を
中
心
に
養
蚕
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

江
戸
後
期
、
丹
羽
郡
や
市
域
中
・
西
部
か
ら
南
に
広
が

る
中
島
郡
で
は
、
綿
糸
・
綿
織
物
の
原
料
と
な
る
棉
や

藍
の
栽
培
が
盛
ん
で
し
た
が
、
海
外
産
の
原
棉
や
綿
糸
、

染
料
の
輸
入
に
よ
り
作
付
け
は
激
減
し
、
替
わ
り
に
桑

樹
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
生
糸
を
つ
く
る
製
糸
業
の
隆

盛
が
、
原
料
の
繭
を
つ
く
る
養
蚕
業
の
発
展
を
促
し
、

蚕
が
食
べ
る
桑
葉
の
需
要
増
加
が
、
桑
園
の
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
市
域
周
辺
の
養
蚕
業
は
、
丹
羽
・
葉
栗
両
郡
を
中
心

に
大
き
く
発
展
し
ま
す
。
丹
羽
郡
で
は
、
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
か
ら
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
間
、

繭
生
産
量
は
五
倍
以
上
に
増
え
、
桑
園
面
積
は
約
三
倍

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
繭
生
産
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
夏
秋
蚕
の
普
及
は
、
蚕
の
飼
育
時
期
が
従
来
の
五
月

頃
（
春
蚕
）
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
時
期
（
秋
蚕
等
）

に
も
広
が
っ
た
た
め
、
農
家
の
収
入
の
増
加
に
結
び
付
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▲図１　「上郡桑林」　表紙図、図1とも江
戸時代から続く葉栗郡での養蚕の様子
を描く。表紙図は蚕の飼育、図1は桑園
での桑摘み。
　『尾張名所図会』後編巻之五

▲図2 丹羽郡に建てられたとみられる「養
蚕室」　屋根には通気用の越屋根が
付く。
　『愛知県丹羽郡案内』（1910）

尾
北
地
方
の
養
蚕
業
の
発
展

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
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を
学
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で
み
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か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

尾

州

の

養

蚕

と

製

糸

尾

州

の

養

蚕

と

製

の

養

蚕

と

製

糸

養

蚕

びび

し
ゅ
う
　
　

し
ゅ
うう
　
　

よ
うう
よ
う

さ
ん
　
　
　
　
せ
い

さ
ん
さ
ん
　
　
　
　
せ
い

しし



いちのみやの芸術文化　　令和6（2024）年6月 3

き
ま
し
た
。

　
生
糸
輸
出
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
頃
に
は
、
丹
羽
郡

で
は
畑
地
の
約
七
割
が
桑
園
と
な
り
、
養
蚕
農
家
の

割
合
は
約
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た
。
農

家
の
大
半
が
養
蚕
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
繭
価
格
の

高
低
が
地
域
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
世
界
恐
慌
や
合
成
繊
維
の
普
及
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
輸
出
途
絶
な
ど
に
よ
り
、
生
糸
や
繭
の
生

産
量
は
激
減
し
ま
し
た
。
戦
後
の
一
時
期
、
国
内
の

生
糸
生
産
量
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程
ま
で
回
復
し
ま

し
た
が
、
中
国
な
ど
の
海
外
産
生
糸
に
価
格
面
で
太

刀
打
ち
が
で
き
ず
、
衰
退
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
二
年
の
繭
生
産
量
は
ピ
ー
ク
時
の
約
八
千

分
の
一
、
生
糸
生
産
量
は
同
じ
く
約
四
千
分
の
一
と

な
り
、
養
蚕
・
製
糸
業
の
規
模
は
極
め
て
小
さ
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
生
糸
が
も
た
ら
し
た

外
貨
が
日
本
の
近
代
を
支
え
、
今
の
時
代
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
二
〇
二
四

年
九
月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
、
特
別
展

「
尾
州
の
養
蚕
と
製
糸
」
を
開
催
予
定
で
す
。
展
覧
会

で
は
残
さ
れ
た
資
料
を
通
し
て
、
尾
北
地
方
を
中
心
に

展
開
し
た
養
蚕
業
と
製
糸
業
に
つ
い
て
、
桑
苗
生
産
・

蚕
種
製
造
・
蚕
具
製
造
な
ど
、
幅
広
く
展
開
し
た
関
連

産
業
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　（
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
　
学
芸
員
　
岩
井
章
真
）

■
主
要
参
考
文
献

井
川
克
彦
『
近
代
日
本
製
糸
業
と
繭
生
産
』（
一
九
九
八
）

石
井
寛
治
『
日
本
蚕
糸
業
史
再
考
』（
二
〇
二
三
）

一
宮
市
編
『
新
編
一
宮
市
史
』
本
文
編
下
（
一
九
七
七
）

梶
川
勇
作
『
近
代
製
糸
業
の
地
域
的
展
開
』（
一
九
九
一
）

高
木
賢
編
著
『
日
本
の
蚕
糸
の
も
の
が
た
り
』（
二
〇
一
四
）
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▲図3 北部中学校（貴船1丁目）付近にあった片倉製糸紡績株
式会社愛知製糸所

　昭和戦前期撮影　絵はがき（個人蔵）

▲図4　愛知製糸所（図3）内の繰糸工場　繭から繭糸を挽きだ
して生糸を生産する。糸質への高い評価を得た多条繰糸機が
使用される。

　昭和6～18年撮影　絵はがき（個人蔵）

▲図5  木曽川市民病院（木曽川町黒田字北野黒）付近にあっ
た山十組木曽川製糸場　片倉・山十は、国内1・2位の規模を誇っ
た長野県の製糸会社で、繭を集めるため県外へ進出していた。
『愛知県人士録』（1920）

養
蚕
・
製
糸
の
遺
産
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慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
葉
栗
郡

大
毛
村
（
一
宮
市
大
毛
）
の
野
々
垣
仙

右
エ
門
等
が
、
現
在
の
岐
阜
市
芥
見
、

渡
辺
常
助
か
ら
人
形
を
買
い
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
若
者
た
ち
が
人
形
芝
居

に
夢
中
に
な
り
、
農
事
を
顧
み
な
い
こ

と
に
親
た
ち
が
立
腹
し
、
明
治
の
初
め

に
葉
栗
郡
島
村
（
一
宮
市
島
村
）
へ
譲

り
ま
し
た
。
譲
り
受
け
た
島
村
在
住
の

森
嘉
助
等
の
有
志
が
、
大
阪
文
楽
人
形

遣
い
の
豊
松
清
十
郎
・
加
藤
要
等
に
指

導
を
受
け
、
農
閑
期
な
ど
を
利
用
し
て

練
習
に
励
み
、
現
在
ま
で
守
り
伝
え
て

き
ま
し
た
。
現
在
の
人
形
は
、
明
治
初

年
に
岐
阜
座
か
ら
購
入
し
た
も
の
、
名

古
屋
の
朝
比
奈
某
か
ら
購
入
し
た
「
天

保
二
年
」
銘
の
人
形
な
ど
合
わ
せ
て
百

数
十
点
に
な
り
ま
す
。

　

島
文
楽
保
存
会
は
、
人
形
浄
瑠
璃
芝

居
の
技
術
の
伝
承
、
文
楽
人
形
並
び
に

衣
装
、
道
具
類
等
を
将
来
に
わ
た
っ
て

守
っ
て
い
こ
う
と
現
在
、
会
員
十
五
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
島
文
楽
保
存
会

の
特
徴
と
し
て
は
、
他
の
保
存
会
の
多

く
が
、
地
元
の
神
社
の
祭
礼
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
地
域
の
個
人

有
志
た
ち
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
伝

承
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
演
活
動
の
主
な
も
の
は
、
毎
年
八

月
に
市
民
会
館
で
の
「
い
ち
の
み
や
民

俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
、
三
月
の
博
物
館

で
の
「
民
俗
芸
能
公
演
」
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
地
域
の
小
中
学
校
や
公
民
館
に

お
い
て
も
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
は

島
村
公
民
館
で
虫
干
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
文
楽
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
人
形
、

衣
装
、
道
具
等
に
風
を
当
て
た
り
、
衣

装
の
補
修
や
着
付
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
作
業
の
一
つ
一
つ
を
人
形
等
の

保
存
、
知
識
や
技
術
の
伝
承
の
機
会
と

捉
え
て
い
ま
す
。
虫
干
し
の
当
日
に
は
、

こ
れ
ら
の
作
業
風
景
の
見
学
や
人
形
の

操
作
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。（　

頁
に
今
年
の
詳
細
あ
り
）

１１

　

文
楽
は
一
体
の
人
形
を
「 
主  
遣 
い
」

お
も 
づ
か

「
左
遣
い
」
「
足
遣
い
」
の
三
人
で
扱

い
ま
す
。
三
人
の
息
が
合
わ
な
い
と
主

役
で
あ
る
人
形
の
心
情
が
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
島
村
公
民
館
で
毎
週
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
非
常
に
奥
が
深
く
一
生

涯
勉
強
で
す
。
こ
う
し
た
公
演
や
見
学

な
ど
を
通
じ
て
、
島
文
楽
を
広
く
地
域

の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
島
文
楽
を
継
承
し
て
い
く
上

で
課
題
と
な
る
の
が
、
人
形
等
の
本
格

的
な
修
理
が
必
要
な
時
期
が
迫
っ
て
き

て
い
る
点
で
す
。
有
形
民
俗
文
化
財
の

修
理
で
す
の
で
、
慎
重
に
費
用
の
確
保

と
要
す
る
日
数
を
見
積
り
、
公
演
に
支

障
が
な
い
よ
う
工
程
を
組
ん
で
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

あ
わ
せ
て
課
題
と
な
る
の
が
、
保
存

会
員
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
で
す
。

会
員
の
減
少
は
、
公
演
で
き
る
演
目
が

限
定
的
に
な
り
、
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の

魅
力
が
半
減
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
人

形
浄
瑠
璃
芝
居
「
文
楽
」
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
先
ず
は
練
習
の
見
学
か
ら
。

　
　

生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
た
島
文
楽

　
　
　
　

―
そ
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
活
動
の
前
途
―

芸
能
部
門　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟（
島
文
楽
保
存
会
）　

森　
　

宗
隆

エッセイ 

文楽人形

末広児童クラブでの公演の様子

いちのみや民俗芸能のつどい
『 伊達娘恋緋鹿子 

だて む す め こ い の ひ が の こ

　 火 の 見   櫓  の 段 』
ひ み やぐら だん

出
典
…
岩
田
義
允
『
島
文
楽
―
そ
の
由
来
と

携
わ
っ
た
人
び
と
―
』（
平
成
十
一
年
）
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加　 入　 団　 体　 一　 覧
（令和６年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

毎月第２日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
真 清 短 歌 会短　歌　部　門

文　学　部

毎月の短歌教室と年３回の短歌大会、年４回同人誌（蒼原）を発行し、楽しんでいます。

毎月第３日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 市 民 俳 句 教 室

俳　句　部　門

初心者も交え俳句会を開き、年に一度秋の吟行会に参加しています。

毎月第１水曜日：午後１時～　北方公民館
北 方 俳 句 会

自然に親しみ、心豊かに生きている喜びを詠っています。

毎週金曜日：午後１時～　大志公民館
本 町 俳 句 会

四季の移ろいに自分の思いも入れ句に詠むことは心を豊かにします。

毎月第１・３水曜日：午後１時～　大志公民館
き き ょ う の 会

四季の自然や生活の中で気付いた事を五七五にまとめて句会を致しております。お気軽にどうぞ。

毎月第１木曜日：午後１時～　千秋公民館
千 秋 俳 句 ク ラ ブ

当季雑詠６句を持ち寄り講師に指導いただき、１１月には千秋文化展に出展し頑張っています。

毎月第３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
尾 西 牡 丹 句 会

毎月の句会では全員が披講し交流を深めています。毎年バスで吟行会と尾西俳句大会を実施しています。

毎月第１金曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター
び さ い 南 俳 句 会

当日は俳句会をします。会の終わりに久保武氏の講評があり、折々の吟行会に参加します。

毎月第２日曜日：午後２時～　応蓮寺
尾 西 仏 手 柑 俳 句 会

大徳公民館で活動を始めました。第４日曜日午後２時から３時３０分まで。ご参加お待ちしております。

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 川 柳 社川　柳　部　門

句会と川柳教室ならびに柳誌の発行により、文芸としての川柳を楽しみ、普及をはかっています。

毎月第２土曜日：午後１時～　葉栗公民館
一 宮 狂 俳 壇 連 盟狂　俳　部　門

一宮市に残る庶民文芸を伝承し、地域文化として普及するよう、言葉遊びを楽しんでいます。

事務局へお問合せください。
一 宮 現 代 詩 協 会

詩　　部　　門
詩が好きな仲間が集まりました。詩心がある方はもちろん、始めてみたい方、どなたでも大歓迎です。

毎月第１火曜日：午前１０時～　中央図書館
一 宮 漢 詩 濤 聲 會

自作の漢詩を各自持ち寄り、互いに読み合って、より良い作品へ仕上げる添削等を検討します。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／日本画部

日 本 画 部 門

美　術　部

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎月第２・４火曜日：午後２時～　一宮スポーツ文化センター
美 朋 会

水墨画、日本画、水彩画等の展覧会を年１回とスケッチ旅行を年２回開催しています。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／洋画部

洋　画　部　門

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎月第１・３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
尾 西 絵 画 ク ラ ブ

絵画をつうじて美術文化の発展と人との出会いを大切にし、中央の公募展をめざして精進します。

事務局へお問合せください。
尾 西 作 家 協 会

絵画や工芸作品の発表を通して美術文化の発展に協力します。チャリティー展を開催します。

毎月第１・３金曜日：午前１０時～　尾西生涯学習センター
水 絵 の 会

水彩画を楽しみ、会員皆で生きがいを個性を表現出来る様に描くことを学んでいます。
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主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

毎月第１土曜日・第３火曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター
楽 し く 描 こ う 会

洋　画　部　門

美　術　部

本会も歩み始めて２１年目。熱心な講師の指導、個性溢れる仲間の作品から刺激を受け合い前向きに頑張っています。

毎月第１・３木曜日：午前９時～　朝日公民館
プ ル シ ャ ン ブ ル ー

絵画を楽しみ、人と人との交流を大切に、年間の成果を発表する作品展を目標に活動しています。

毎月第１・３土曜日：午前９時３０分～　朝日公民館
イ エ ロ ー オ ー カ ー

水彩・油彩・アクリル画を思い思いに描いて楽しく学んでいます。

毎月第２・４木曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
山 ぶ ど う の 会

趣味の一環で、水彩画・油絵など楽しく描き、年１回展覧会を開催しています。ご加入お待ちしております。

毎月第１・３火曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
土 筆 の 会

愛好者により、水彩画を学んで、地域の人との交流をして、成果を作品展にて発表します。

毎月第１・３水曜日：午前９時～　一宮スポーツ文化センター
あ ざ み の 会

絵画が好きな仲間と共に楽しく描き、年１回展覧会を開催します。

毎月第２・４月曜日：午前９時３０分～　千秋公民館
ぴ く ー る ア ー ト サ ー ク ル

初心者からベテランの方まで、楽しく水彩画を学んでいます。スケッチ旅行にも皆で出かけます。

毎月土曜日３回（変則）：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
グ ル ー プ 創

大島先生の指導のもと、各自自由課題で楽しんでいます。

毎月第１・３火・水曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
　　第２・４火曜日：午後１時～　神山公民館

ア ク ア の 会
自然や四季の移ろいを感じながら、水彩画を楽しく学びます。年１回展覧会を開催します。

毎月第２・４火曜日：午後１時３０分～　一宮スポーツ文化センター
み づ ゑ 会

水彩画を現物をよく見て描く事に注意して、楽しく学んでいます。一緒にやりませんか。

事務局へお問合せください。
Ｉ Ｂ Ｋ 美 術 作 家

絵画の発表を通して美術文化の発展に協力します。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部

デザイン・工芸・
彫　塑　部　門

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎週火・土曜日：午前９時～　朝日西つどいの里陶芸室棟
陶 順 会

陶芸を通じて文化の振興に寄与し技術の向上に努めるとともに、会員相互の新睦を図っています。

毎月第４日曜日：午前１０時～　一宮市市民活動支援センター
尾 張 も め ん 伝 承 会

尾州織物の原点となる綿から糸を紡ぎ染め織るという手仕事を伝承し、作品を発表しています。

毎月第１・３土曜日：午前８時３０分～　旧湊屋文右衛門邸
尾 西 面 打 会

古面の能・狂言面等を手本に、角材から型紙を使い彫り、胡粉を塗り彩色し完成させています。

毎月第２・４土曜日：午前９時～　アイプラザ一宮
一 面 会

工芸「面打ち」教室に集う会員相互の親睦を深め、技術の向上を図ることを目的とします。

事務局へお問合わせください。
ア ト リ エ ・ N a y u m i

白木にアクリル絵具で描くトールペイントを皆で楽しんでいます。

事務局へお問合せください。
公益社団法人中部日本書道会一宮支部

書 部 門
『書』を通じて『地域文化の発展向上』と『心の豊かさ』をめざすと共に、青少年の育成にも尽力してまいります。

事務局へお問合せください。
書 道 研 究 麗 筆 会

書を通して文化の発展向上、豊かな心と美意識を具備する青少年の育成をめざし研讚しています。

事務局へお問合せください。
一 宮 写 真 協 会写　真　部　門 写真を通して会員相互の親睦を深め、写真技術の向上と豊かな人生の糧となるように努めています。

（写団尾張、中日真澄クラブ、フォート・あい、写友ひまわり、翔の会・一宮）
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主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

事務局へお問合せください。

一 宮 三 曲 協 会

邦　楽　部　門

音　楽　部

三曲協会は絃方９社中尺八５社中で構成され、合同で定期演奏会を毎年１１月２３日に開催しています。
（松ヶ枝会、箏蓉会、筑紫和邦会、箏富貴会、筑紫加豊会、統山会、遙音会、慶山会、竹茂会、三山会）

毎月第２・４土曜日：午後6時～　尾西生涯学習センター
里 音 会

筝・三絃・十七絃を練習し、演奏会が近くなると尺八とも合奏しながら楽しく励んでいます。

月４回　講師宅
す み れ 箏 の 会

箏のおけいこを通じて、音楽の知識を学び感性を養います。年に数回演奏会に出演。生徒募集中です。

（随時）　講師宅
美 友 会

邦楽を愛する仲間で活動する会です。楽しく箏曲を演奏しております。

（随時）　講師宅
藤 乃 会

古曲から新曲、あらゆるジャンルの曲を箏で合奏しています。新しい方との出合いをお待ちしています。

毎週金曜日：午前９時３０分～　渡辺節子宅
一 宮 三 味 線 川 崎 会

民謡三味線を弾き、日本音楽文化を楽しもう。

（随時）　脇田美登里宅
脇 田 会

箏や三絃や十七絃と尺八や洋楽とコラボ演奏し、演奏会やイベントに楽しく演奏出演しています。

事務局へお問合せください。

一 宮 謡 曲 同 好 会謡　曲　部　門
現在７団体で年２回の発表会に向け、それぞれの団体ごとに稽古しています。
（梅謡会、相生会、竹石会、蘇水会、萩謡会、緑風会、丹謡会）

市内４教場で活動しています。詳しくは事務局へお問合せください。
濃 尾 岳 風 会 一 宮 支 部

吟剣詩舞部門

年間行事として年２回の発表会（一吟会１月と６月）を通じて各教場の交流を含め練習成果の研鑚。

事務局へお問合せください。
吟 道 関 心 流 真 和 支 部

年に４回の発表会と県大会や全国大会のコンクール（競吟）を行っています。

事務局へお問合せください。
神 道 一 刀 流 剣 詩 舞 会

勇壮な剣舞、艶やかな詩舞の伝統芸能により歴史を学び、舞台や慰問等を楽しんでいます。

毎月第１・２・３金曜日：午後１時～　小信中島公民館、第４金曜日：午後１時～尾西生涯学習センター他
柳 翠 剣 詩 舞 道 会

吟剣詩舞道は日本古来の伝統芸能です。「礼と節」をその心とし舞う事に喜びを感じ精進しています。

毎週月・水・金曜日　山瑩会教室、尾西生涯学習センター　他
山 瑩 会

吟詠を通じ、優れた詩人の心情・思想にふれ共感し仲間との絆を深めています。又発声により健康の保持に努めています。

事務局へお問合せください。
一 宮 音 楽 家 協 会

声楽・合唱部門

日頃は個人で研鑽している。サロンコンサート（５月中旬）定期演奏会（１０月下旬～１１月上旬）開催。

事務局へお問合せください。

一 宮 合 唱 協 会 コーラスを通じ歌いたい心のうたを皆様にお届けできたらと取り組んで練習を重ねています。
（一宮マザーズ・エコー、女声合唱団コール・フリーデ、コーラスたんぽぽ、北方コーラス歌音、一宮合唱団
くさぶえ、ミモザコーラス、合唱塾、コーラス沙羅、尾西混声合唱団、男声カルテットG5、ローザ・ロッサ）

毎週火曜日：午後７時～　尾西生涯学習センター
一 宮 第 九 を う た う 会

「第九」をはじめ各種の演奏会と練習を通じて地域文化の向上に貢献することを目的に活動中。
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主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

月４回　金曜日：午後１時～、土曜日：午後１時～　尾西ふれあい広場
琴 伝 流 大 正 琴 琴 稀 会

器　楽　部　門

音　楽　部

懐かしい童謡や流行歌など大正琴の音色を楽しみながら、芸能祭出演に向けて練習に励んでいます。

月２回　土曜日：尾西生涯学習センター、月２回　水曜日：小信中島公民館
琴 城 流 大 正 琴 琴 幸 会

日本の言葉を大切にした長く歌い継がれる曲に心を癒され、行事を励みに合奏を楽しんでいます。

事務局へお問合せください。
安 美 ＆ コ ン ブ リ オ

１２月にはクリスマスコンサートでいろいろなジャンルの曲をいろいろな楽器で演奏します。

毎月１・１５・２８日：午後６時～、第２・４日曜日：午後６時～　尾張猿田彦神社
特定非営利活動法人旭雅楽会

一宮市をはじめ、東海三県で世界最古の音楽「雅楽」の演奏活動をしております。

毎週土曜日：午後５時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 市 民 吹 奏 楽 団

吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門

市民の皆様に親しまれる楽団を目指し、日々、練習や演奏活動に取り組んでいます。

毎週日曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター
尾西ウィンドオーケストラ

音楽を楽しみ、人との繋がりを深め、希望と夢のあふれるまちづくりに貢献し、人生に潤いを！

月２回　土曜日：午後５時３０分～　日曜日：午後１時１５分～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 シ テ ィ 合 奏 団

リハーサルにより合奏能力を高め、年１回１１月に尾西市民会館にて定期演奏会を行います。

毎週水曜日、土・日（月２回）：午前９時～　木曽川体育館
ファミリーアンサンブル　おとのは

子育て中のお母さんたちが中心になって活動しています。音楽を通して子どもたちに楽しい！の記憶を♪

越智バレエ団　　KSP STUDIO（日・火曜日）
佐々バレエ団　　本部（月・火・水・金・土曜日）
糸尾バレエ団　　下沼町（日～土曜日）
日舞吉利枝会　　一宮スポーツ文化センター（日曜日）
日舞こま希久会　中町（日・月・木曜日）

一 宮 舞 踊 協 会

舞　踊　部　門

芸　能　部

古典を楽しく稽古し、各会それぞれで発表会を開催しています。

事務局へお問合せください。
新 舞 踊 あ す か 会

歌謡曲や古典舞踊、民踊の曲にあわせ日々稽古に励み、秋の尾西芸能祭に向けて頑張っています。

毎月第１・２（又は３）木曜日：午前９時～　尾西文化広場または講師宅
坂 東 流 百 の 会

H２７年に１０周年記念発表会。自分の踊りを仕上げる喜び、苦しみ仲間と共に。芸能祭を目指します。

事務局へお問合せください。

一 宮 民 俗 芸 能 連 盟芸　能　部　門 現在８団体加入しており、長い歴史に培われた郷土の民俗芸能を保護するため奮闘しています。
（石刀祭山車保存会、真清伶人会、 宮後住吉踊保存会、島文楽保存会、 機織唄保存会、 
馬場獅子屋形打囃子保存会、瀬部山車・臼台祭保存会、黒岩祇園祭保存会、）

事務局へお問合せください。
同 派 会

茶道・華道部門
社　　会
文　化　部

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
弥 生 会

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
茶 道 表 千 家

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
茶 道 裏 千 家

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
一 宮 華 道 連 盟

華道展を開催する事によって、文化の発展の向上をより多くの方々に伝えて携わっていただきたいです。
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【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
６
月
８
日
º
・
８
月　

日
º

１０

９
月　

日
º
・　

月　

日
º

１４

１０

１２

　

月
９
日
º
・　

月　

日
º

１１

１２

１４

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り
優

１０

秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

 

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）２
７
１
６

７１

日
時
▼
６
月
８
日
º
・　

日
º

２２

７
月　

日
º
・　

日
º

１３

２７

８
月　

日
º
・　

日
º

１０

２４

９
月　

日
º
・　

日
º

１４

２８

　

月　

日
º
・　

日
º

１０

１２

２６

　

月
２
日
º
・　

日
º

１１

１６

　

月　

日
º
・　

日
º

１２

１４

２１

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮　

第
５
会
議
室

内
容
▼
実
地
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

 

【
問
合
せ
先　

一
宮
舞
踊
協
会
こ
ま
希
久
会
】

　

A（　

）５
４
９
８

４５

日
時
▼
６
月
９
日
∂

　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１１

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮

内
容
▼
３
年
に
一
度
、
３
歳
か
ら
大
人
ま

で
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
６
月
９
日
∂
・
８
月　

日
∂

１８

９
月
８
日
∂
・　

月　

日
∂

１０

１３

　

月
８
日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

尾
西
俳
句
会
】

　

A（　

）２
３
９
７

６８

日
時
▼
６
月　

日
º　

午
後
１
時　

分
〜

１５

３０

※
７
月
以
降
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
４
句
課
題
１
句
を
尾
西
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

１６

２１

８
月　

日
∂
・
９
月　

日
∂

１８

１５

　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１０

２７

１１

１７

　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

１５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民
俳
句

教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
に
て
、参
加
希
望
日
・

当
季
雑
句
２
句（
初
参
加
の
方

は
希
望
者
の
み
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
参
加
経
験
の
有
無
を
記

入
の
上
、
送
付

　
　
　
　
（
〒　
―　
 
本
庁
舎
生
涯
学
習
課
）

４９１
８５０１

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

２３

２８

８
月　

日
∂
・
９
月　

日
∂

２５

２２

　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１０

２７

１１

２４

　

月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１２

１５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮
川

柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

『
第　

回
こ
ま
希
久
会
舞
踊
発
表
会
』

２３

『
一
宮
市
尾
西
俳
句
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

「彩」　　　　　　 村上 史麗
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『
写
真
Ú
Ò
Ò
人
展
』

『
黒
岩 

園
祭
保
存
会　

黒
岩 

園
祭
』

『
島
文
楽
保
存
会　

虫
干
し
』

『
瀬
部
山
車
・
臼
台
祭
保
存
会
臼
台
祭
』

『
七
夕
ま
つ
り　
短
歌
大
会
』

『
お
り
も
の
感
謝
祭 
一 
宮
七
夕
ま
つ
り

 
第　

回
学
生
書
道
展
・

５１

 
第　

回
選
抜
作
品
展
』

３０

『
七
夕
ま
つ
り　
狂
俳
大
会
』

『
第　

回
記
念

１７プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
絵
画
展
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学
習
課

（
A（　

）７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
７
月
２
日
∏
・
９
月
３
日
∏

　

月
１
日
∏
・　

月
５
日
∏

１０

１１

　

月
３
日
∏　

午
前　

時
〜

１２

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は
じ

め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の
添
削

の
検
討
を
会
員
間
で
行
い
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
７
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
事
前
投
句
の
兼
題
句
の
中
か
ら
互

選
に
よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま
す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
書
道
連
盟
】

　

A
０
９
０（
９
９
３
７
）０
２
２
０

日
時
▼
７
月　

日
º　

午
後
１
時
〜
４
時

１３

　

日
∂　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１４

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
上
位
入
賞
作
品
、
役
員
と
指
導
者

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
７
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
参
加
者
に
よ
る
互
選
、
批
評
会
を

行
い
ま
す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円

【
問
合
せ
先　

一
宮
写
真
協
会
】

　

A（　

）３
５
２
３

７６

日
時
▼
７
月　

日
ª
〜　

日
∂

１９

２１

午
前　

時
〜
午
後
５
時（　

日
は

１０

２１

午
後
３
時　

分
ま
で
）

５０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
】

　

A
０
９
０（
２
６
１
９
）８
０
１
０

日
時
▼
７
月　

日
π
〜　

日
∂

２４

２８

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

２８

会
場
▼
玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館

内
容
▼
講
師
の
大
島
麻
琴
先
生
の
指
導
の

も
と
、
水
彩
画
や
油
絵
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
茶
道
連
盟
】

　

A
０
９
０（
２
３
４
６
）０
３
１
３

日
時
▼
７
月　

日
º
、　

日
∂

２７

２８

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

呈
茶
券
▼
７
０
０
円（
前
売
券　

６
０
０
円
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
７
月　

日
∂

２８

　
　
　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容
▼「
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
」・「
尾
西
ウ

ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」・「
フ
ァ

ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
お
と
の

は
」
ほ
か
、
市
内
の
団
体
が
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
出
演
団
体
に
よ
る
合
同
演
奏
を

行
い
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
８
月
３
日
º　

午
後
６
時
〜

会
場
▼
石
刀
神
社（
浅
井
町
黒
岩
）

内
容
▼
山
車
に　

個
の
提
灯
を
飾
り
つ
け
、

５５０

お
囃
子
と
共
に
引
き
回
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
８
月
４
日
∂　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
島
村
公
民
館（
島
村
字
岩
畑
）

内
容
▼
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
文
楽

人
形
の
虫
干
し
を
し
ま
す
。
人
形

の
実
演
も
あ
り
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
８
月　

日
º　

午
後
６
時
〜

１７

会
場
▼
八
劔
社（
瀬
部
字
大
門
）

内
容
▼
山
車
の
上
に
提
灯
を
か
か
げ
回
転

さ
せ
な
が
ら
、
笛
や
太
鼓
の
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
境
内
を
練
り
歩
き

ま
す
。

　

こ
の
「
い
ち
の
み
や
の
芸
術
文
化
」
は
、

今
年
度
の
編
集
委
員
¯
名
に
よ
り
編
集
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
編
集
委
員
】
※
順
不
同
・
敬
称
略

　

・
浅
井　

英
仁　

・
木
全　
　

修

　

・
小
島　

祥
子　

・
田
中　

石
雲

　

・
林　
　

節
子　

・
光
崎　

賢
治

　

・
安
江
た
つ
よ

『
納
涼
茶
会
』

『
一
宮
市
民
バ
ン
ド

七
夕
ま
つ
り
Û
Ò
Û
ı
』
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